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町 の 人 口 

G0月末日現在） 
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2, 762世帯 
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と
 

じ
 

て
 

保
 
存
 
し
 

て
 

渡
 
欧
 

を
 

終
 

え
 

て
 

赤
池
町
長
 

池
 

永
 

輝
 

十
月
三
日
夜
、
十
一
時
過
ぎ
に
羽
田
 

を
飛
び
立
っ
た
J
A
L
4
0
5
便
は
途
 

中
、
ア
ラ
ス
カ
大
陸
の
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
 

と
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
 

立
寄
り
、
予
定
ど
お
り
十
月
四
日
現
地
 

時
間
の
午
前
十
時
（
日
本
時
間
午
後
六
 

時
）
パ
リ
郊
外
ド
ゴ
ー
ル
空
港
に
着
 

ノ
、
 。

 さ
す
が
に
欧
州
一
の
近
代
施
設
化
を
 

誇
る
空
港
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
 

ロ
ピ
ー
か
ら
税
関
検
閲
所
迄
は
エ
ス
カ
 

レ
ー
タ
ー
が
我
々
を
運
ん
で
く
れ
る
。
 

長
時
間
空
の
旅
で
疲
れ
た
の
か
夜
明
 

け
を
思
わ
せ
る
オ
ー
ロ
ラ
地
帯
の
空
の
 

明
る
さ
に
充
分
な
睡
眠
が
と
れ
な
か
っ
 

た
の
か
、
出
発
前
の
羽
田
空
港
で
の
一
 

行
の
あ
の
燥
ぎ
は
誰
れ
に
も
な
く
、
た
 

だ
だ
ま
っ
て
添
乗
員
の
指
示
に
従
う
。
 

目
的
地
の
フ
ラ
ン
ス
に
無
事
到
着
し
 

た
安
堵
感
が
一
層
疲
れ
を
増
す
の
か
、
 

交
通
公
社
さ
し
ま
わ
し
の
バ
ス
に
乗
っ
 

て
も
一
同
の
ダ
ン
マ
リ
は
つ
g
く
、
フ
 

ラ
ン
ス
化
し
た
日
本
人
ガ
イ
ド
の
ど
こ
 

と
な
く
冷
た
く
感
じ
る
態
度
に
も
親
近
 

感
は
味
あ
え
ず
、
説
明
も
き
わ
め
て
ビ
 

ジ
ネ
ス
的
な
感
を
う
け
る
。
 

車
が
セ
ー
ヌ
川
を
渡
っ
て
右
岸
に
添
 

っ
て
市
内
に
入
り
、
シ
テ
島
の
ゴ
シ
ツ
 

ク
建
築
の
代
表
作
と
い
わ
れ
る
ノ
ー
ト
 

ル
ダ
ム
寺
院
や
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
有
 

名
な
コ
ン
シ
エ
ル
ジ
ユ
リ
等
が
目
の
前
 

下
 
さ
 

い。 

G
 

フ
（
新
橋
）
を
渡
っ
て
ル
ー
ヴ
ル
宮
殿
 

前
を
通
っ
て
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
や
ェ
ト
 

ワ
ー
ル
凱
旋
門
を
見
せ
な
が
ら
宿
泊
地
 

昭
 

の
ホ
テ
ル
に
着
い
た
頃
に
は
、
す
っ
か
 

り
元
気
を
取
り
戻
し
、
荷
物
を
部
屋
に
 

に
見
え
る
頃
に
な
る
と
皆
、
窓
ガ
ラ
ス
 

に
額
を
く
っ
つ
け
、
次
々
に
現
わ
れ
る
 

外
の
景
色
に
目
を
み
は
り
カ
メ
ラ
の
シ
 

ヤ
ッ
タ
ー
が
せ
わ
し
く
な
る
。
 

車
が
フ
ラ
ン
ス
最
古
の
橋
ポ
ン
・
ヌ
 

置
い
た
ま
ま
外
に
飛
び
出
す
元
気
な
若
 

者
も
い
る
。
 

午
後
一
時
、
駐
仏
日
本
大
使
館
を
訪
 

れ
る
も
午
後
三
時
ま
で
昼
休
み
と
て
玄
 

関
の
シ
ヤ
ッ
タ
ー
を
降
ろ
し
て
中
に
入
 

・
れ
て
く
れ
な
い
。
 

附
近
を
ぷ
ら
つ
き
時
間
を
つ
ぶ
し
て
 

再
び
訪
れ
、
出
発
前
に
田
中
六
助
先
生
 

よ
り
中
山
大
使
宛
の
添
書
を
提
出
し
て
 

面
会
を
求
め
る
も
外
出
中
と
て
中
島
一
一
 

等
書
記
官
が
替
っ
て
、
我
々
の
要
望
を
 

き
い
て
く
れ
る
。
タ
方
暗
く
な
る
ま
で
 

各
所
に
電
話
し
て
我
々
の
目
的
が
か
な
 

え
ら
れ
る
よ
う
な
工
場
を
調
べ
て
く
れ
 

る。 パ
リ
市
内
か
ら
八
十
キ
ロ
程
離
れ
た
 

フ
 
ェ
ル
テ
・
ゴ
ッ
シ
ェ
村
の
、
ビ
ル
ロ
 

ワ
・
ェ
、
・
ボ
ッ
ク
社
の
工
場
が
十
月
七
 

日
月
曜
日
な
ら
ば
工
場
見
学
を
さ
せ
て
 

く
れ
る
と
の
了
解
を
取
り
つ
け
て
も
ら
 

う
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
土
曜
・
日
曜
は
ほ
 

と
ん
ど
休
む
の
で
工
場
見
学
は
無
理
と
 

の
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
 

大
使
館
紹
介
の
通
訳
相
京
昌
子
女
史
 

が
約
東
の
午
前
八
時
半
き
っ
か
り
に
、
 

ホ
テ
ル
に
迎
え
に
く
る
。
通
り
が
か
り
 

の
タ
ク
シ
ー
を
三
百
フ
ラ
ン
 
（
一
万
八
 

千
円
）
で
チ
ヤ
ー
タ
ー
し
て
目
的
地
に
 

向
う
。
 

工
場
長
オ
レ
ッ
セ
氏
の
出
迎
え
を
う
 

け
事
務
所
主
任
ソ
ロ
ー
氏
の
案
内
で
タ
 

イ
ル
が
出
釆
上
る
ま
で
の
全
工
程
見
学
 

さ
せ
て
も
ら
う
。
工
場
内
で
の
写
真
撮
 

影
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
青
 

柳
君
の
質
問
に
対
す
る
回
答
も
ほ
ん
と
 

う
に
親
切
で
、
我
々
が
納
得
の
い
く
ま
 

で
説
明
し
て
く
れ
る
。
な
ん
の
変
哲
も
 

な
い
ひ
と
か
た
ま
り
の
土
が
、
素
晴
ら
 

し
い
タ
ィ
ル
と
な
っ
て
出
て
く
る
ま
で
 

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
工
程
は
今
で
も
頭
 

の
中
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い
。
 

フ
ラ
ン
ス
タ
イ
ル
の
五
〇
％
は
こ
の
 

工
場
の
千
四
百
人
（
ほ
と
ん
ど
女
子
工
 

②
ペ
ー
・
へ
つ
づ
く
 

難
 



一
 つム け

 
、
 

カ
 

あ
 

け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

〔J 
一
 

員
）
の
従
業
員
の
手
で
生
産
さ
れ
る
と
 

説
明
の
現
場
主
任
は
胸
を
張
る
。
 
一
日
 

の
粘
土
の
使
用
量
は
百
六
十
ト
ン
で
、
 

毎
月
四
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ル
 

が
製
品
化
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
工
場
を
 

わ
が
社
は
世
界
各
地
に
十
九
も
持
っ
て
 

い
る
 

と
説
明
の
口
調
も
熱
っ
ぽ
 

い。 昼
食
に
は
街
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
案
内
 

さ
れ
、
本
場
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
腹
一
杯
 

ご
馳
走
に
な
る
。
お
客
様
を
充
分
に
も
 

て
な
す
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
習
慣
と
て
我
 

々
に
遠
慮
を
さ
せ
な
い
。
 

午
後
も
ひ
き
つ
づ
き
見
学
を
し
、
午
 

後
四
時
、
親
切
に
お
世
話
下
さ
っ
た
会
 

社
の
方
々
に
深
く
感
謝
を
し
な
が
ら
工
 

場
を
あ
と
に
す
る
。
 

十
月
八
日
パ
リ
市
内
リ
ョ
ン
駅
十
八
 

時
三
十
分
発
の
夜
行
列
車
タ
ラ
チ
ノ
に
 

て
ロ
ー
マ
に
向
け
て
出
発
す
る
。
 

つ
 

づ
 

く
 

年
末
の
交
通
事
故
防
止
 

に
つ
い
て
 

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
マ
イ
カ
ー
 

の
レ
ジ
ヤ
ー
に
関
連
し
た
交
通
事
故
が
 

多
発
し
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
 

す
ぎ
、
過
労
（
居
眠
り
）
お
よ
び
、
わ
 

き
見
運
転
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
 

故
を
防
止
し
ま
し
よ
う
。
 

長
距
離
（
時
間
）
運
転
す
る
と
き
は
 

少
な
く
と
も
二
時
間
に
十
五
分
程
度
の
 

休
憩
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

特
に
地
理
に
不
案
内
な
場
所
で
は
、
 

精
神
的
に
も
疲
労
度
が
高
く
な
る
の
で
 

事
前
に
よ
く
道
路
状
況
を
調
べ
、
ゆ
と
 

り
あ
る
運
転
を
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
 

い
。
歩
行
者
は
道
路
に
飛
び
出
し
た
り
 

渋
滞
す
る
車
の
間
か
ら
横
断
し
な
い
よ
 

う
に
し
ま
し
よ
う
。
又
行
楽
地
の
近
く
 

の
交
通
環
境
は
激
変
す
る
の
で
、
子
供
 

に
そ
の
変
化
を
理
解
さ
せ
、
遊
び
や
日
 

常
の
行
動
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
 

各
家
庭
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
 

合
い
、
家
庭
か
ら
飲
酒
運
転
を
追
放
し
 

て
下
さ
い
。
会
社
・
事
務
所
な
ど
で
配
 

席
を
も
う
け
る
場
合
は
事
前
に
車
を
利
 

用
す
る
出
勤
を
自
粛
さ
せ
、
車
を
運
転
 

し
て
き
て
い
る
場
合
は
責
任
者
が
「
キ
 

イ
」
を
保
管
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
 

し
 

上
野
峡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
 

盛
大
に
挙
行
さ
れ
る
ノ
 

十
月
十
三
日
（
日
）
第
 14 

回
目
が
快
 

晴
の
も
と
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

中
学
、
高
校
、
 
一
般
の
部
と
三
部
に
 

分
け
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
の
 

記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
 

一
般
、
五
十
六
人
、
高
校
、
六
十
五
 

人
、
中
学
、
百
二
十
一
人
の
参
加
者
で
 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

町
内
小
・
中
学
生
の
部
 

一
位
 

田
中
浩
二
 

四
分
十
九
秒
 

二
位
 
佐
藤
徳
久
 
四
分
二
十
一
秒
 

三
位
 
太
田
喜
勝
 
四
分
三
十
一
秒
 

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

中
学
校
の
部
 

一
位
 

白
川
嘉
継
 
仲
津
中
学
校
 

＋
六
分
二
十
七
秒
（
大
会
新
）
 

二
位
 

田
上
忠
行
 
小
竹
中
学
校
 

十
六
分
三
十
一
秒
 

三
位
 
安
元
淳
一
 

霧
ケ
丘
中
学
校
 

十
六
分
三
十
四
秒
 

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

高
校
の
部
 

一
位
 

岡
 
聡
典
 
田
川
高
校
 

三
十
三
分
三
十
二
秒
 

二
位
 
梅
木
敏
幸
 
筑
豊
工
業
高
校
 

三
十
三
分
四
十
八
秒
 

三
位
 
八
山
秀
文
 
久
留
米
工
業
高
校
 

赤
池
公
民
館
句
会
 

昏
れ
残
る
空
と
も
無
月
明
り
と
も
 

加
す
美
 

林
し
ず
え
 
嘉
穂
高
校
教
諭
 

灯
さ
れ
て
塀
に
影
お
く
萩
の
花
 そ

の
女
 

桑
野
そ
の
 
元
小
学
校
教
諭
 

空
澄
み
て
運
動
会
の
準
備
終
ゆ
 順

 
子
 

大
森
順
子
 
役
場
勤
務
 

琶
票
の
ま
ま
を
茶
店
の
売
っ
て
お
り
 

駒
 
女
 

池
田
澄
子
 
主
婦
 

山
脈
の
な
だ
ら
か
に
あ
り
冬
日
落
つ
 

昭
 
女
 

大
久
保
昭
子
 
天
郷
荘
勤
務
 

通
勤
の
見
な
れ
し
景
も
人
も
秋
 て

い
子
 

野
口
定
子
 
町
立
病
院
勤
務
 

荷
車
の
か
く
る
る
程
に
黍
積
ん
で
 

桜
ン
坊
 

日
永
田
益
男
 
印
刷
業
 

三
＋
四
分
一
秒
 

二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

一
般
の
部
 

一
位
 

川
野
祐
二
 
新
日
鉄
化
学
 

一
時
間
四
分
八
秒
（
大
会
新
）
 

二
位
 
吉
田
昭
雄
 
三
菱
化
成
 

一
時
間
四
分
四
十
一
秒
 

天
候
も
定
ま
り
稲
田
賑
や
か
に
 青

 
甫
 

中
村
市
郎
 
立
石
電
機
勤
務
 

洗
い
場
の
水
冷
や
か
に
温
泉
（
で
ゆ
）
 

の
里
 

春
 
翁
 

三
木
春
男
 
商
店
主
 

さ
み
し
さ
は
そ
こ
に
落
落
の
舞
ふ
か
ぎ
 

り
 

幸
 
枝
 

香
月
幸
枝
 
中
学
教
諭
 

蝶
と
ん
で
い
て
山
の
日
の
冷
や
か
に
 

水
心
子
 

下
田
昭
市
 
役
場
勤
務
 

英
彦
の
子
の
通
ぐ
さ
兜
さ
が
し
 一 

歩
 

池
田
利
文
 
お
茶
屋
 

短
 
評
 

昏
れ
残
る
空
と
も
無
月
明
り
と
も
 

今
宵
は
名
月
で
あ
る
。
俳
句
に
な
じ
 

む
者
と
し
て
、
殊
の
外
、
月
の
出
は
待
 

ち
遠
し
い
も
の
で
あ
る
。
 

昏
れ
た
空
に
明
る
さ
が
見
ゆ
る
の
は
 

昏
れ
残
る
明
る
さ
で
あ
ろ
う
か
、
曇
っ
 

て
は
い
る
が
月
代
（
月
が
出
よ
う
と
し
 

て
空
が
白
み
わ
た
る
こ
と
）
 
の
よ
う
で
 

あ
る
。
月
が
出
て
欲
し
い
も
の
だ
。
 

選
者
吟
 

タ
焼
け
て
危
日
お
だ
や
か
な
り
し
か
な
 

白
石
天
留
翁
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
 

同
人
）
 

「
毎
週
水
曜
日
夜
七
時
池
田
利
文
（
一
 

歩
）
宅
に
て
句
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

（
芭
蕉
概
説
）
 

の
出
生
と
名
称
 

寛
永
十
二
年
（
一
六
四
四
年
）
 

伊
賀
上
野
の
赤
坂
町
に
生
る
 

同
仕
官
時
代
 

三
位
 
世
利
重
樹
 
九
州
電
工
 

一
時
間
四
分
五
十
一
秒
 

尚
、
本
大
会
に
お
い
て
交
通
安
全
協
 

会
赤
池
支
部
及
び
赤
池
派
出
所
に
大
変
 

御
迷
惑
を
お
か
け
し
、
大
会
が
安
全
か
 

つ
迅
速
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
こ
と
を
厚
 

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

た
 

十
歳
の
頃
上
野
の
侍
大
将
藤
堂
新
 

七
郎
良
精
 
（
よ
し
き
よ
）
 
に
仕
え
 

。
 芭

蕉
二
十
三
歳
の
時
、
主
に
逝
か
れ
 

高
野
山
の
報
恩
院
へ
主
の
位
碑
を
納
め
 

て
後
主
家
に
暇
を
願
っ
た
が
許
さ
れ
ず
 

無
断
で
故
郷
を
出
る
。
 

（
東
大
教
授
金
子
武
雄
著
よ
り
）
 

町
民
交
通
傷
害
保
険
の
保
 

険
金
支
払
額
増
額
さ
れ
る
 

町
民
の
皆
様
に
は
、
町
民
交
通
傷
害
 

保
険
に
多
数
ご
加
入
い
た
だ
き
、
あ
り
 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
度
保
険
会
社
よ
り
保
険
金
支
払
額
 

の
大
巾
引
き
上
げ
の
通
知
が
あ
り
ま
し
 

た。 引
き
上
げ
額
は
表
の
と
お
り
で
す
．
 

豊
前
福
智
唯
子
 

の
 
し
 
お
 
り
 

今
よ
り
三
百
年
前
、
筑
豊
一
帯
長
雨
 

の
後
、
早
天
つ
づ
き
で
、
五
殻
は
穫
れ
 

ず
、
加
ふ
る
に
悪
疫
流
行
し
、
人
は
飢
 

え
、
牛
馬
の
た
お
れ
る
も
の
山
野
に
み
 

ち
た
と
い
わ
れ
、
人
々
は
五
殻
豊
競
悪
 

疫
退
散
を
念
じ
て
、
福
智
神
社
に
神
楽
 

及
び
祭
り
難
子
を
舞
い
捧
げ
て
万
年
願
 

と
し
て
祈
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
 

が
本
嚇
子
の
源
と
な
り
、
代
々
う
け
つ
 

が
れ
て
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
前
期
 

ま
で
奉
納
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
戦
前
 

戦
後
の
社
会
の
変
動
が
激
し
い
の
で
 

中
断
さ
れ
ま
し
た
が
．
社
会
や
教
育
の
 

安
定
と
向
上
の
中
で
古
代
芸
能
の
復
興
 

が
叫
ば
れ
、
郷
土
灘
子
も
熱
烈
な
郷
土
 

愛
と
、
よ
き
も
の
を
永
久
に
継
承
す
る
 

と
い
う
点
か
ら
、
皆
川
氏
等
の
手
に
よ
 

り
、
小
学
生
を
対
象
に
練
習
に
精
進
し
 

約
二
年
に
し
て
、
今
や
っ
と
郷
土
の
皆
 

様
の
前
に
お
め
み
え
す
る
次
第
で
す
。
 

住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
保
険
は
、
町
内
に
住
ん
 

で
い
る
方
及
び
当
町
へ
通
動
、
通
学
し
 

て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
 

き
ま
す
。
 

毎
年
八
月
一
日
か
ら
】
年
契
約
（
中
 

途
加
入
も
で
き
ま
す
。
）
で
保
険
料
は
 

月
割
五
十
円
で
す
。
 

又
、
保
険
該
当
は
十
一
月
一
日
以
降
 

事
故
発
生
の
も
の
か
ら
実
施
す
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

加
入
希
望
の
方
は
役
場
企
画
室
ま
で
 

お
申
込
み
下
さ
い
。
 

内 容 新 】日 

死 亡 保 険 金 

後 遺 障 害 保 険 金 

治 癒 期 間 6ケ月以上の傷害 

ノノ 5ケ月以上6ケ月未満の傷害 

ノノ 4ケ月 ノ'5ケ月 ノ, 

ノノ 3ケ月ノノ4ケ月 ノノ 

80 万円 

50 

12 

9 

7 

5 

50 万円 

30 

9 

7.5 

6 

4.5 



(4) ‘、 か
 

あ
 

報
 

広
 

郵
便
局
よ
り
お
願
い
 

年
末
に
は
、
平
常
の
数
倍
に
も
お
よ
 

ぶ
郵
便
物
が
出
回
り
ま
す
の
で
、
皆
様
 

の
お
だ
し
に
な
ら
れ
た
郵
便
物
を
早
く
 

正
確
に
お
届
け
す
る
た
め
．
次
の
点
に
 

つ
い
て
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す。 
1
、
年
未
の
小
包
は
、
お
そ
く
と
も
十
 

二
月
十
五
日
頃
ま
で
に
お
だ
し
下
さ
 

い。 

2
、
年
賀
状
も
早
目
に
書
い
て
お
だ
し
 

下
さ
い
。
お
そ
く
と
も
十
二
月
二
十
 

二
日
ま
で
に
。
 

3
、 
あ
て
名
は
正
し
く
は
つ
き
り
と
お
 

書
き
下
さ
い
。
 

4
、
郵
便
番
号
も
お
忘
れ
な
く
正
し
く
 

は
っ
き
り
と
お
書
き
下
さ
い
。
 

5
、
転
入
、
転
出
を
し
た
な
ら
転
居
届
 

を
お
だ
し
下
さ
い
。
 

6
、
郵
便
受
箱
を
お
備
え
下
さ
い
。
 

（
赤
池
郵
便
局
）
 

高
等
課
程
訓
練
生
 

募

集

案

内

 

1
．
募
集
訓
練
科
 

塗
装
科
 

自
動
車
塗
装
を
主
体
と
す
る
金
属
塗
 

写真クラブ 上野徳次郎作 画題 《憩い》 

装
及
び
木
工
塗
装
、
建
築
塗
装
の
知
 

識
と
技
能
を
習
得
さ
せ
、
有
能
な
職
 

業
人
を
養
成
す
る
。
 

2
、
修
業
年
限
 

三
年
 

3
、
定
 
員
 

一
一
十
名
 

4
、
応
募
資
格
 

昭
和
五
十
年
三
月
、
中
学
校
卒
業
見
 

込
の
者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
 

の
学
力
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
 

者
 

5
、
受
付
期
間
 

第
一
次
 
昭
和
 49 

年
 12 
月
2

日
よ
り
 

昭
和
 50 

年
ー
月
 20 

日
ま
で
 

第
二
次
 
昭
和
 50 

年
2
月
3

日
よ
り
 

昭
和
 50 

年
3
月
 22 

日
ま
で
 

な
お
、
第
一
次
で
定
員
を
充
足
し
た
 

と
き
は
、
第
二
次
募
集
を
行
な
わ
な
い
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

6
、
場
所
 
日
時
 

方
法
 

困
場
所
 
飯
塚
総
合
職
業
訓
練
校
 

回
日
時
 
第
一
次
 

昭
和
 50 

年
ー
月
 27 

日
（
月
）
 

午
前
9
時
 

第
一
一
次
 

昭
和
 50 

年
3
月
 26 

日
（
水
）
 

午
前
9
時
 

囚
方
法
 

適
正
検
査
、
面
接
 

1
 
訓
練
科
 

自
動
車
整
備
科
 
45 

名
 

機
械
製
図
科
 

20 

名
 

2
 
修
業
年
限
 

各
一
年
 

3
 
応
募
資
格
 

25 

才
未
満
で
高
校
卒
業
又
は
昭
和
 

50 

年
3
月
高
校
卒
業
見
込
の
男
女
 

4
 

応
募
及
び
受
付
 

中
卒
と
同
じ
 

尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
飯
塚
総
合
職
 

業
訓
練
校
又
は
も
よ
よ
り
の
公
共
取
業
 

安
定
所
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

「
広
報
あ
か
い
け
」
 
の
 

投

稿

依

頼

に

つ

い

て

 

住
民
の
皆
さ
ん
に
 
「
広
報
あ
か
い
 

け
」
に
掲
載
し
た
い
原
稿
が
あ
れ
ば
係
 

ま
で
投
稿
下
さ
い
。
 

お
 

・L ・ネI 

一
、
金
一
封
 
池
田
頼
殿
 

亡
妻
 
邦
江
殿
（
＋
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
脇
坂
清
殿
 

亡
母
 

シ
オ
殿
（
七
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
池
田
智
之
殿
 

亡
父
 
石
松
殿
（
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
秋
山
幸
雄
殿
 

亡
父
 
幸
太
郎
殿
（
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
薦
円
信
子
殿
 

亡
夫
 
達
己
殿
（
八
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
池
田
学
殿
 

亡
父
 
貢
殿
（
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
定
宗
俊
作
殿
 

亡
母
 

ハ
ル
ェ
殿
（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
太
田
武
雄
殿
 

亡
妻
 
ナ
ツ
ミ
殿
（
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
武
末
ミ
チ
子
殿
 

亡
夫
 
種
吉
殿
（
十
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
田
口
千
年
殿
 

亡
父
 
静
雄
殿
（
三
支
所
）
 

尚
、
こ
の
外
に
早
麻
秋
四
郎
殿
よ
り
 

快
気
祝
と
し
て
金
一
封
を
受
け
ま
し
た
 

の
で
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
を
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 


